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『日本十進分類法新訂 10 版』の検討 その(４) 
   ―「分類表のデータ要素」、「細目表の構成要素」― 
A Critique of the Nippon Decimal Classification, 10th Edition Pt.4 
: Data Elements of the Classification Scheme and Schedules 
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概要：日本図書館協会分類委員会により、『日本十進分類法新訂 10 版』が 2014 年 12 月
発行された。1995年 8月の日本十進分類法新訂 9版の刊行以降、概ね 20年ぶりの日本十進
分類法の改訂である。 
今後の日本図書館界の主題組織化を担う『日本十進分類法新訂 10版』のうち、本稿では、
分類表のデータ要素、細目表の構成要素について、検討を進めた。 
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１ はじめに 
 2014年 12月に『日本十進分類法 新訂 10 版』
(以下、『NDC10』、以下、他版も同様)が刊行され
た1。1995 年 8 月刊行の『日本十進分類法 新訂
9 版』以来、概ね 20 年ぶりの改訂である。 
今後の日本図書館界の主題組織化を担う
『NDC10』について、多面的な検討内容のうち、
本稿では『NDC10』の「分類表のデータ要素」、
「細目表の構成要素」について検討を行う。なお、
この検討は NDC 維持・管理データベースの基本
設計において必要な要素及び要素間の論理的関係
の検証と提言を兼ねている。 
 
２ 分類表のデータ要素 
『NDC10』の「序説」では、「2.5 分類表のデ
ータ要素」について解説している2。本稿ではこの
うち、「2.6 補助表」及び「2.7 相関索引」以外の
部分について取り上げる3。細目表の「凡例」4を
適時参照するほか「用語解説」5の引用も行う。 
†  大阪市立大学・関西大学等 
††  関西大学 
††† 京都精華大学 
†††† 相愛大学 
2.1分類項目の構成要素と種別 
 「序説」では、「2.5.1 分類項目」の冒頭で分類
項目について、次のように述べている6。 
 
分類項目は基本的に分類記号と分類項目
名から成り、分類小項目名を始め、関連分類
項目名・注記・参照を付記する場合がある。
また、主要な分類項目名および特定の分類項
目名には、英文項目名を付記する。 
 
上記より、分類項目には分類記号、分類項目が
必須で、他に分類小項目名・関連項目名・注記・
参照と、英文項目名が付されている場合がある、
とまとめられる。順次検討を進める。 
 
2.2分類項目名 
分類項目名について、「序説」では下のように解
説している7(下線著者)。 
 
分類項目名 
分類記号に対して概念を言語でもって
表した名辞。一つの分類記号に 2 以上の分
類項目名がピリオドで区切って掲げられて
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いる場合がある。一般的には一つの分類記
号に対し、複数の分類項目名の概念の表す
総和が対応している。ただし、同義語は
([  ])に入れて付記する。 
 
 「用語解説」では次のように解説されてい
る8 (下線著者) 。 
 
分類項目名 
分類記号に対して概念を言語でもって表
した名辞。一つの分類記号に 2 以上の分類
項目名がピリオドで区切って掲げられてい
る場合は、複数の分類項目名の表す概念の
総和である。 
 
このように、「序説」及び「用語解説」での分類
項目名の説明内容は、同じである。 
一方、「第 3 次区分表(要目表)」中の「凡例 要
目表の構成要素」では以下のように解説されてい
る9。 
 
 分類項目名 分類記号に続けて、分類項目の
意義を表す名辞を列挙してある。複数の名辞があ
るときは、ピリオド(．)で区切って列挙した。 
 
「序説」、「用語解説」、「凡例」での説明、定義
に齟齬はないが、この定義内容について実際の本
表で検証してみる。事例として論議軸に該当する
と考えられるものを無作為に取り上げる。 
（１）「概念の総和」について 
「一つの分類記号に 2 以上の分類項目名がピリ
オドで区切って掲げられている場合、複数の分類
項目名の概念の表す総和が対応している」との解
説は妥当であろうか。 
最初の事例として、014.6 について検討する。 
表 1 のように、事例分類記号「014.6 」に対応
する分類項要目名は、「資料保存．蔵書管理」であ
る。 
ここで分類記号「014.6 」の下位区分を見ると、
「014.61  資料保存」から「014.68  保存図書館
[デポジットライブラリー]．共同保存」まで、4
区分が展開されている。しかし、分類記号「014.6 」
の下位区分のすべての「概念の総和」が、分類記 
表 1 014.6 の細目 
 
 
 
 
 
 
表 1 のように、事例分類記号「014.6 」に対応 
 
号「014.6 」に対応する分類項目名の「資料保存．
蔵書管理」が対応しているとは考えにくい。 
2つ目の事例として、786.2を検討する。 
分類記号「786.2」は分類項目名「水泳．競泳．飛
び込み」であるが、下位区分にはシンクロナイズ
ドスイミングやスキューバダイビングがある。こ
の事例も、先の事例と同様に、786.2 に付された
分類項目名だけでは、下位区分に展開されている
分類項目を包摂してはいない(表 2)。 
 
表 2 786.2水泳．競泳．飛び込み の下位区分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）同義語の付記について 
細目表において、同義語は([  ])に入れて付記さ
れている。 
例えば、「007.6355+ 書体[フォント]」があるが、
この 2 つの語彙を相関索引で確認すると、双方の
語彙が、相関索引に採録されている。 
書体(情報学)      007.6355 
フォント(情報学)        007.6355 
このように同義語については、相関索引で双方
の語彙がサポートされている。 
ただし、これが全語に及ぶかというと、そうと
ではないものも見受けられる10。 
007.639 個人情報管理ソフトウェア[PIM]では
014     情報資源の収集・組織化・保存 
    .6     資料保存．蔵書管理 
    .61      資料保存 
    .66      図書館製本 
    .67      書架管理．書庫管理 
.68      保存図書館[デポジットライ
ブラリー]．共同保存 
786     水上競技 
  .2     水泳．競泳．飛び込み 
  .21      日本泳法 
  .22      近代泳法 
 .23     水泳競技 
  .24     飛び込み 
  .26     シンクロナイズドスイミング 
.28     スキューバダイビング．スキンダイビング 
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「個人情報管理ソフトウェア」は相関索引に記載
があるが、PIM は記載がない。007.645 ウェブサ
ービス記述言語[WSDL]も「ウェブサービス記述
言語」がある一方「WSDL」は相関索引に見当た
らない。 
相関索引の凡例では、「同じ主題を指す索引語と
表記のみ異なる件名標目は除外するなどして、選
択的に採録している」とある。英略称は「表記の
み異なる」ため除外対象としても、014.77 の「コ
ンパクトディスク」と「CD」、547.4835 の「ロー
カルエリアネットワーク」と「LAN」などは、片
かな表記と英略称が双方とも採録されており、一
貫性に欠ける印象である。 
ともかく、相関索引に掲載のあるものとないも
のがあるのは、不統一の感が残る。「選択」の基準
を示すべきであろう。 
 
2.3 分類小項目名・関連分類項目名 
「分類小項目」は、「序説」では以下のように定
義されている11 (下線筆者) 。 
 
分類小項目名 
 その分類項目名の下位概念を表す名辞を、
分類小項目名としてコロン(：)を介して併記す
ることがある。分類項目名の理解を助けるた
めに分類小項目名を記載するが、下位概念が
すべて網羅されているわけではない。 
 
次に「用語解説」では次のように説明されてい
る12 (下線筆者) 。 
 
分類小項目名 
 NDC においては、その分類項目名の下位概
念を表す名辞を、分類小項目名としてコロン
(：)を介して併記することがある。分類項目名
の理解を助けるために分類小項目名を記載す
るが、下位概念がすべて網羅されているわけ
ではない。 
  
細目表の「凡例」では以下のような記述であ
る13。 
 
分類小項目名・関連分類項目名 
  分類項目によっては、その分類項目名の
下位概念を表すために、コロン(：)に続けてコ
ンマ(，)で区切って名辞を列挙した(分類小項
目名)。 
   
先に見たように、分類項目名での説明では、「一
つの分類記号に対し、複数の分類項目名の概念の
総和が対応」とあったが、この分類小項目名では、
「下位概念がすべて網羅されているわけではない」
と記述されている。 
このような消極的否定形を使用せずに、分類小
項目名は分類項目名の「下位集合の例示」とした
ほうが NDC の実態に合うだろう。 
一方、関連分類項目名については、「序説」では
以下のように説明している14。 
 
分類項目名の下に改行して、分類項目名の
直接的下位区分とはいえないが、関連分類項
目名を掲げることがある。それらは必ずしも
網羅的ではなく、例示的な場合もある。 
例：366.14    労働法<一般> 
労働権，団結権，不当労
働行為，労働協約 
 
 「それらは必ずしも網羅的ではなく、例示的な
場合がある」は、二重性を帯びた記述である。「必
ずしも網羅的ではなく」は、逆に網羅的な場合も
存在することを暗示するが、網羅的 / 例示的の使
い分けの基準が明示されておらず、あいまいな記
述である。記号法を使用した概念の論理区分を基
本とする分類法において、こうした「あいまいさ」
を持つことは好ましくない。 
この関連分類項目名は、いわば分類項目名の下
位概念のキーワード表示と考えられる。ただし、
分類小項目名と関連分類項目名との区別は明確で
はない。敢えて推測を行えば、「分類小項目名」は
「分類項目名のメンバーシップの例示」であり、
「関連分類項目名」は「分類項目名の直接の下位
概念ではないが、対象とする主題(トピックス)」
ということになるのだろうか。 
いずれにせよ、NDC においては、今一度の整
理・明確化が必要ではないだろうか。 
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2.4  分類注記・注参照 
 「序説」では、「分類項目を構成する分類記号と
分類項目名の対応関係を補足し、分類項目の理解
を促すために注記を付した」15と述べ、「細分注記、
範囲注記、別法注記」の 3 種類に注記を類型して
いる。 
「序説」による注記の 3 類型とその構造は次のよ
うになる。すなわち 3 類型、述べ 6 種である(「範
囲注記」はブランクノードである)。 
1) 細分注記 
2) 範囲注記 
① 限定注記 
② 包含注記 
③ 排除注記 
④ 分散注記 
3) 別法注記 
 一方、細目表の「凡例」では、「分類記号の適用
にあたって特に配慮が必要な個所には、注記を付
した。注記の冒頭にはアスタリスク(*)を置き、以
下の順序で列挙した。」とし、注記の 4 類型を示
している16。「凡例」による 4 類型 6 種は、次のよ
うになる。 
1) 分類項目の細分方法を指示する注記 (細
分注記) 
2) 当該分類項目に収めるべき事項を指示する
注記 (限定注記、包含注記) 
3) 他の分類項目に収めるべき事項を指示する
注記 (排除注記、分散注記) 
4) 別法を指示する注記 (別法注記) 
 
上のように、「序説」では 3 類型の第二に「範
囲注記」という中間概念枠(ブランクノード)を置
き、その下に限定注記、包含注記、排除注記、分
散注記を並置しているのに対して、「凡例」では、
「範囲注記」というレベルを使用せず、4 類型を
説明している。 
 実際の注記機能の内容において、「序説」と「凡
例」の間で齟齬はないが、形式上は異なっており、
初学者のみならず混乱を招く恐れがある。用語の
統一を望みたい。 
  
次に、各注記の内容について、「序説」の枠組に
従って検討する。 
（１）細分注記 
「序説」では、「分類項目を細分する方法を指示
する」17とあり、次の事例を示している。 
例：338.92   国際投資．国際資本移動．外資
導入  *受入国による地理区分 
しかし細分注記は、「*地理区分」指示に限定さ
れない。例えば「030 百科事典」のように原著の
言語による言語区分、宗教の各教派・各宗派にお
ける固有補助表、「317.79 防災」における日本地
方区分、「<510 / 580> 各種の技術・工学」におけ
る固有補助表、「<910 / 990> 各言語の文学」にお
ける文学共通区分指示、「018 専門図書館」におけ
る「綱目表に準じて細分」など、多様な細分注記
が存在する。「序説」ではこれらの点も踏まえ、今
一つ丁寧な説明が望まれる。 
（２）範囲注記 
範囲注記について、「用語解説」では「NDC に
おいて、当該分類項目に包含される範囲(スコー
プ)について解説し指示する注記」として、下位区
分に、限定注記、包含注記、排除注記、分散注記
の 4 種を挙げている。 
1)限定注記 
「序説」では限定注記を、「当該分類項目に包含
される範囲の限定を指示する」と説明し、次の例
を示している18。 
 
例：723 洋 画 
*ここには、洋画の歴史、伝記、研究・評
論、および画集を収める 
 
 このように限定注記は、分類記号及び分類項目
名の概念の内包(メンバーシップ)を、注記として
記したものと解される。 
 
2)包含注記 
「序説」では包含注記を「分類項目名、分類小
項目名、関連分類項目名に表示されていないが特
定事項がその分類項目に包含されることを指示す
る」として、次の例を示している19。 
 
例： 323 憲 法 
*公法<一般>は、ここに収める 
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 この、「*〇○<一般>は、ここに収める」という、
包含注記は、他の箇所でも多くみられる注記であ
る。また「081 日本語叢書」の「*ここには一般の
叢書を収める」「082 中国語叢書」の「*漢文の一
般叢書はここに収める」なども「一般」の語を用
いた包含注記と言える。 
 この「一般」には、総論・概論という意味と
複数のトピックスを一括したものという 2 つの意
味があるようだ（分類項目でも、「059 一般年鑑」
「351/357 一般統計書」と「一般」の語が用いら
れているが、これは後者の意味と捉えられる）。 
一方、NDC には「総記」という語がある。さ
らに「300 社会科学」の注記には「ここには、政
治学、法律学、経済学、社会学などを含む総合的
なものを収める」とあり、「180 仏教」には
「*180/187 には包括的な著作を収め(後略）」(下
線筆者）とあるなど、「総合的」「包括的」という
語も見られる。 
これらの語の相違は、検証が必要かもしれない。 
 
3)排除注記 
「序説」では排除注記を「関連はあるが、当該
分類項目の範囲には包含せず他の分類項目に収容
される事項を指示する」として、次の例を示して
いる20。 
例： 102 哲学史 
*ここには、一般的著作を収め、東洋、
西洋、日本、ドイツなどの各地域や国の
哲学・思想史は、120 / 139 に収める。例：
130.2  西洋哲学史 
 
厳密にいえば、この注記の前半部分「ここには、
一般的著作を収め」までは、（２）の包含注記であ
り、排除注記は後半部分であろう。 
なお、102 の下位には、102.8 として哲学者＜
列伝＞がある。「10 哲学」においては、地域、国
が時代に優先する原則があるので、「102.8   哲学
者<列伝>」においても、東洋、西洋、日本、ドイ
ツなどの各地域や国の哲学者 <列伝>は、それぞれ
の各地域や国に収める、と推測されるが、排除注
記があれば一層明確となるだろう。 
 
4)分散注記 
  「序説」では分散注記を「当該分類項目には、
基本的、総合的なものを収め、特定分野に関し応
用されるものは、それぞれの主題に分散して分類
すべきことを指示する」として、次の例を示して
いる21 (下線筆者) 。 
例：361  社会学 
*特定主題の社会学は、各主題の下に収める 
例：336  経営管理 
*各種団体の経営管理は、関連主題の下に収める 
 この序説の文脈において「特定主題の社会学」
の意味はにわかには分かり難い。本表の「361  社
会学」には事例として、「例：161.3 宗教社会学．
321.3 法社会学」が示されている。序説において
も同じ記載があれば理解の助けになるのではない
か。 
 同様のことは「336 経営管理」の「関連主題の
下」に関しても言える。本表では例として
「498.163 病院経営」が挙げられている。 
ただし、病院＝医療法人＝各種団体の連想は容
易ではない。むしろ「各種団体」で想起するのは、
産業種別団体など同一業界団体ではないだろうか。 
 ちなみに本表の「<335/336 企業．経営>」では、
「*特定産業．各種団体の経営管理は、各主題の下
に収める」とあり、「498.163 病院経営」及び
「520.95 建築業経営」が例示されている。 
 「関連主題の下」と「各主題の下」の用語法は
判別しがたいが、「<335 / 336 企業．経営>」では、
「*特定産業．各種団体の」とあることで、幾分理
解がしやすくなっている。 
分散注記を始めとする用語法には、厳正な注意
をお願いしたい。 
 
（３）別法注記 
 「序説」では別法注記を「(専門図書館などの要
望に応えて)一般的な分類(「本則」)とは別に特定
の学術・研究分野を優先させる「別法」を相当多
数用意している」として、別法の適用箇所の及ぶ
範囲によって分けた別法注記を①から④で示し、
それぞれに例を示している22。なお、ゴシック体
は原文のままである。 
①別法の適用箇所が、分類項目全体に及ぶ場合 
例：548  情報工学 
  *別法：007.8 
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②別法の適用箇所が、分類項目名や分類項目に含
まれる一部に及ぶ場合 
例：585.3  製紙原料．パルプ．木材パルプ 
  *別法：パルプ 578.8 
③注記に対する別法 
例：015.23  利用教育 
*参考図書の利用法は、ここに収める(別
法：019.4) 
④「本則は各主題の下に収めるが、別法として一
箇所に集め、細分する」別法 
例：[359]  各種の統計書 
*特定主題の統計書は、各主題の下に収
める 例：338.059  金融統計、610.59  
農業統計 
*別法：ここに集め、関連主題によって
細分 例：359.338  金融統計、359.61  
農業統計 
 なお、「序説」ではさらに、「例①から例③のよ
うな別法においては、別法先の分類記号は角括弧
に囲んで表示され、本則への「をみよ」参照が付
されている旨を説明している (「このような分類
項目を「二者択一項目」という」)」23と解説を加
えている。 
 なお、「別法注記」は、「用語解説」では以下の
ように説明されている24(下線筆者)。 
 
 別法注記  
NDC において、別法が設けられている項
目には「*別法：」を介して分類記号などが
注記されており、また別法に指示された分
類項目には分類記号を角括弧に囲んで表示
され、本則への「をみよ」参照が付されて
いる。 
 
別法注記に対する「序説」の解説と、「用語解説」
での説明に概ね齟齬はないが、「序説」の「例③注
記に対する別法」の事例は、包含注記に対する別
法注記であり、「項目」に対してではない。また、
別法の示し方も包含注記に続いて(別法：)で示さ
れており、「*別法：」とはなっておらず、「用語解
説」の定義からは逸脱しているといえる。 
なお、「序説」の別法注記の解説は、「別法の適
用箇所は、①分類項目全体、②分類項目名や分類
項目に含まれる一部の事項、③注記に対する別法
のほか、④「「本則は各主題の下に収めるが、別法
として一箇所に集め、細分する」別法などがある」
としている。「など」ということは、①から④以外
にもあるということなのだろうか。曖昧さが残る
表現である。あるとすれば、どのようなものか、
示すべきであろう。 
 「序説」では、分類注記の類型に続いて、項を
改めて、「注参照」を解説している。「排除注記に
おける注記を「をみよ」参照で指示する。また、
関連する項目を「をもみよ」参照で指示した注参
照もある」として、各々の例を示している25。 
 
 例：141.1  知 能 
  *知能検定・測定→371.7  
   (「をみよ」参照) 
    210.3  古 代 
            *古事記，日本書記→:913.2 
                      (「をもみよ」参照) 
 
 このように「序説」に従えば、「注参照」は、「を
みよ」参照と「をもみよ」参照の２種類の使用法
を持つ。「用語解説」においても、この説明26はほ 
ぼ同一である。 
 「関連はあるが、当該分類項目の範囲には包含
せず他の分類項目に収容される事項を指示する」
(排除注記)ための表示は、まさに「をみよ」参照
の一つの役割であろう。「をみよ」参照が排除注記
の示し方の一つであるのに、排除注記の下にその
説明がなく、別項で初めて「をみよ」参照の解説
が現れる」（一方参照、直接参照という説明もこの
項ではなく、次の 2.5.3 に出現する）のは、不親
切ではないだろうか。 
一方、「をもみよ」参照は、相互参照・連結参照
としての表示法である。この用法の注記は、先の
6 類型には当てはまらない別の注記といえるだろ
う。類型としてはそれが示されず、表示法だけで
示そうとしていることが、この注記の類型と、表
示の理解を難しくしている。 
相互参照、連結参照としての注記も、注記の類
型に含めるべきであろう。仮にそれを参照注記と
すると、「をもみよ」参照は、参照注記の表示法で
あるとすれば納得しやすいのではないか。 
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 加えて、「をみよ」参照と「をもみよ」参照を「注
参照」と１つにまとめる意義が感じられない。 
この「注参照」そして、先の、ブランクノード
となっている「範囲注記」も含めて、用語の整理
を望むものである。 
 
2.5  参照27 
「序説」では 2.5.2 分類注記（2.5.2.1 で注記の
6 類型、2.5.2.2 注参照）につづいて「2.5.3 参照」
を設けて、「主題分野が異なるなど細目表な中で明
らかにしにくい分類項目間の横断的な関係につい
て、一方の項目から他方の項目へ、または相互に
参照を付してその関係を指示する」として、「をみ
よ」参照(一方参照または直接参照ともいう)及び
「をもみよ」参照(相互参照または連結参照ともい
う)の 2 類型 3 種を説明している。 
2.5.2.2 で解説された「をみよ」参照「をもみよ」
参照が、またここで出現するので、ややこしくな
っている。ここでは、注記ではなく、項目名に付
された「参照」であることに注意を促す一文があ
るとよかっただろう。 
 「序説」では、以下のように例を挙げている。 
 
１）「をみよ」参照 
a)二者択一項目における別法の分類記号か
ら本則の分類記号への指示 
例：[336.6]  生産管理．生産工学．管理工
学 →509.6 
ｂ)形式区分の縮約関係の指示 
例：[320.1→321] 
    [320.2→322] 
    [560.902→560.92] 
２）「をもみよ」参照 
当該分類項目の主題と関連性のある、他の観
点における分類項目との間を結びつける。 
例：777.1  日本：人形浄瑠璃 →:  768.5；
912.4 
 
 このうち、[560.902→560.92]は細目表にその記
載はない。 
また、２)の事例は、上位概念が示されていない
ため、分かりにくい。 
  777  人形劇 
      *地理区分 
        .1  日本：人形浄瑠璃→:768.5；912.4  
とすべきではないか。 
 なお、相関索引では「人形浄瑠璃」、「文楽」共
に「777.1」としている。「文楽」の語は細目表に
は出現がないようだが、この 777.1 に加えてはど
うだろうか。 
 
2.6  英文項目名 
 「序説」では、「第一次区分から第三次区分ま
での大きな分類項目名には、その項目名に英文項
目名を付記する」とある28。しかし、例えば「788 
相撲．拳闘．競馬」に付された英文項目は「Combat 
sports．Racing」であり、日本語での分類項目名
と英文項目名とは、一意関係の訳語になっていな
い。 
 一意関係になっていないために、相関索引から
は別の分類項目にのみ案内される例がある。 
「レクリエーション」は相関索引では、「レクリエ
ーション（衛生）498.35」と「レクリエーション
（娯楽）790」が掲載されている。498.35 は「レ
クリエーション」の語はあるものの第 5 次区分の
ため英訳語は付されていないが、「大きな分類項目」
である 790 には英訳語が付されている。ただし
790 の英文項目名は「Accomplishment and 
amusement」であり、レクリエーションの元の語
である「 recreation」は登場しない。一方、
recreation はスポーツの下位区分である「786 戸
外スポーツ」に Outdoor recreations として登場
しており、ねじれ現象が起こっている。 
 例えば、リンクトデータへの展開など将来を考
えれば、日本語・英語で対応関係を持つことが望
ましい。 
 
３ 細目表の構成要素 
 本節では、「細目表 凡例」29に依拠して、細目
表の構成要素について検討を進める。ただし、「2 
分類表の構成要素」で取り上げた事項については、
重複議論を避けて省略する。 
3.1  「2.1 中間見出し」 
 「細目表 凡例」では、中間見出しについて次
のように述べている30。 
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   「分類記号 / 分類記号 項目の名辞」がフ
ランスバーレン( <  > )で囲まれている見出
し。当該項目の下位に属する分類項目の分類
記号の範囲を示すことにより、階層関係を明
示している。 
 
 この説明に異義はない。ただし、中間見出しと
いう重要な機能について、先に検討した「序説」
において言及が脱落しているのは看過しがたい。
また、今後にフォーマット設計が進められるであ
ろう MRDF10 において、単に表示項目に留まる
ことなく、分類表の論理構造をどのように表現す
るのか、の課題にもつながる。 
 
3.2 「4.1 名辞の選択」 
 「細目表 凡例」では、名辞の選択について、
「各種百科事典および専門用語辞典等を参考に、
基本件名標目表(BSH)および国立国会図書館件名
標目表(NDLSH)との関連を考慮して選択した」31
と述べている。 
  これについては、「関連を考慮」するのであれば、
選択された名辞についてその出自をすくなくとも
委員会内部の管理データベースには保持しておく
必要があろう。ただし、この課題は『NDC9』作
成時の用語増加の処理まで関係する。 
 最も基本的なことは、分類表細目表の分類項目
の名辞と相関索引が同一の管理データベースから、
アルゴリズムによって出力可能な設計である。
MRDF10 の個別フォーマット検討の前に、論理ベ
ースででも管理データベースの構造、要素の検討
が必要であろう。 
 
3.3 「4.3 名辞に対する付記」 
 名辞に対する付記のうち、同義語・類語関係は、
2 種類の使用法が示されている。原則は、角括弧
([  ])で囲んだ同義語・類語である。ただし、「地
名における角括弧は、旧名称を示す」32、として
いる。本来、異なる意味で使用する付記であれば、
記号法を分離したほうが、論理的な弁別性が向上
する。 
 
3.4 「4.4 名辞の一部の省略」 
 名辞の一部の省略について、「共通の語幹を持つ
名辞が並ぶ場合は、中黒(・)を挿入し名辞の一部
を省略した」33、と述べている。 
  例) 絵画材料・技法 
 しかし、語幹とは「活用する語において、各活
用形を通じて不変の部分」34である。絵画材料、
絵画技法は複合語であり、材料、技法は文法的な
意味での語幹ではない。 
 また、本表には例えば「423.1  理論的・数理
的運動学」のような名辞の後半を省略した表現も
存在している。 
この解説は再考の必要があるのではないか。 
 なお、分類項目名の表現に関して、8 類・9 類
の各言語の下位区分の分類項目名・ならびに英訳
語は、各言語・各文学を通して同じ語になってい
る。たとえば、931、941、951、961、971、981
の分類項目名は全て「詩 Poetry」で、文学（言
語）の要素は分類項目名・英訳語に入っていない。
一方、「日本語 Japanese」は 8 類言語の下の 810
日本語だけではなく、031、041、081 の項目名で
もあり35、分類番号と分類項目名が一意関係にな
っていない。いずれも上位項目名が省略されてい
る。 
 現状のこうした省略表記法は、人間が意味的な
解釈、読みを行うことが暗黙の前提となっている。 
 しかし、管理データベースとしては、項目事項
として「絵画材料・技法」より、「絵画材料」、「絵
画技法」のほうが弁別性が豊かである。少なくと
も、MRDF10 においては、再検討をお願いしたい。 
 
４  NDC10に係る「今後の計画」について 
 NDC10 に係る「今後の計画」について、複数
の分類委員会委員が発表をされている36。いずれ
も、「個人的見解」との断りが付されてはいるが、
特に MRDF10 のフォーマット等設計や、NDL と
のリンクトデータ化共同実験などは、今後のNDC
を考えていく上で重要な要素である。 
 可能な限りの早い時期に、分類委員会としての
正規の方針の公表をお願いしたい。 
 
５ さいごに 
本稿を終えるにあたって『NDC10』刊行へと長
年のご苦労を積み重ねられた歴代の分類委員会委
員の方々に感謝の意を捧げたい。 
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